
54農業経営者 2010 年 8 月号

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
小
麦
輸
出
量
が
伸
び
て
い
る
。
農
水
省
は
日
本
の

食
糧
安
全
保
障
上
の
脅
威
と
み
な
し
て
い
る
が
、
実
態
は
異
な
る
。
反
対
に
、

穀
物
の
供
給
は
緩
和
さ
れ
、
調
達
先
の
多
様
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
小
麦
増
産
は
「
日
本
の
食
糧
安
全
保
障

の
脅
威
」（
農
水
省
食
糧
部
）
で
は
な
い

第22回

本
誌
副
編
集
長

浅
川
芳
裕

前
号
で
、
10
年
後
に
は
ロ
シ
ア
が
米
国

を
抜
き
「“
世
界
一
の
小
麦
輸
出
大
国
”

に
な
る
」
見
通
し
（
米
国
農
務
省
）
を
紹

介
し
た
。
ロ
シ
ア
の
小
麦
輸
出
市
場
の
プ

レ
ゼ
ン
が
高
ま
る
な
か
、
農
水
省
は
、「
ロ

シ
ア
が
小
麦
の
輸
出
規
制
を
す
れ
ば
日
本

の
食
料
安
全
保
障
の
脅
威
と
な
り
、
世
界

に
と
っ
て
も
国
際
相
場
を
押
し
上
げ
る
圧

力
に
な
る
」（
同
省
食
糧
部
）
と
の
ロ
シ

ア
脅
威
論
を
展
開
し
て
き
た
。

し
か
し
、
事
実
は
異
な
る
。
そ
も
そ
も

日
本
は
ロ
シ
ア
か
ら
ほ
と
ん
ど
小
麦
を
輸

入
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
現
状
で
は
、

脅
威
に
な
り
よ
う
が
な
い
。
輸
入
し
て
い

な
い
の
は
単
純
に
、
ロ
シ
ア
産
の
品
質
が

日
本
の
メ
ー
カ
ー
が
求
め
る
レ
ベ
ル
に
達

し
て
お
ら
ず
、
供
給
も
こ
れ
ま
で
不
安
定

だ
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。「
相
場
を
押

し
上
げ
る
」
と
の
見
方
も
、
世
界
の
穀
物

専
門
家
の
見
解
と
大
き
く
異
な
る
。「
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
増
産
と
輸
出
拡
大

に
よ
り
、
2
0
0
6
年
か
ら
08
年
の
価
格

高
騰
で
顕
在
化
し
た
世
界
の
食
糧
安
全
保

障
に
対
す
る
懸
念
は
相
当
緩
和
さ
れ
て
い

る
」
が
ほ
ぼ
共
通
し
た
意
見
だ
。

現
在
、
先
月
号
で
も
み
た
と
お
り
、
両

国
の
輸
出
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
急
速
な

シ
ェ
ア
の
高
ま
り
を
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け

に
小
麦
在
庫
は
過
剰
で
推
移
し
て
お
り
、

国
際
相
場
が
大
幅
に
下
が
っ
て
き
て
い

る
。
日
本
に
と
っ
て
も
、
輸
入
し
て
い
な

い
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

い
う
新
た
な
調
達
先
が
登
場
し
た
こ
と
は

歓
迎
す
べ
き
で
は
あ
っ
て
も
、
脅
威
論
を

振
り
ま
く
理
由
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

自
給
率
向
上
政
策
の
問
題
の
ひ
と
つ

は
、
国
策
に
し
た
以
上
、
そ
れ
を
正
当
化

す
る
根
拠
を
毎
年
“
作
り
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
”
矛
盾
に
直
面
す
る
こ
と
だ
。

こ
の
ロ
シ
ア
産
小
麦
の
ケ
ー
ス
の
よ
う

に
、
事
実
に
反
し
た
と
し
て
も
だ
。
そ
れ

以
前
に
、
ロ
シ
ア
の
小
麦
の
輸
出
規
制
を

警
戒
し
な
が
ら
、
農
水
省
は
一
貫
し
て
、

小
麦
の
世
界
最
高
水
準
の
高
関
税
（
２
５

０
％
）
と
国
家
貿
易
を
維
持
し
て
き
た
。

価
格
高
騰
時
の
ロ
シ
ア
の
輸
出
関
税
40
％

（
後
に
通
常
の
10
％
に
引
き
下
げ
）
の
５

倍
以
上
の
輸
入
規
制
を
し
て
い
る
の
だ
。

現
実
は
刻
々
と
動
い
て
い
る
。
ロ
シ
ア

の
穀
物
商
社
は
日
本
へ
の
小
麦
売
り
込
み

を
か
け
て
投
資
を
促
進
中
だ
。「
日
本
の

品
質
と
価
格
基
準
を
満
た
す
た
め
、
日
本

海
に
面
し
た
港
で
の
穀
物
設
備
に
1
億
ド

ル
の
投
資
を
行
う
。
数
年
で
日
本
へ
の
小

麦
輸
出
量
を
1
0
0
万
ト
ン
に
し
た
い
」

（
穀
物
商
社
ユ
ナ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
イ

ン
社
社
長
）
と
意
気
込
む
。
現
在
、
シ
ベ

リ
ア
産
小
麦
の
輸
出
は
1
0
0
万
ト
ン
に

満
た
な
い
が
、
将
来
的
に
は
5
0
0
万
ト

ン
ま
で
増
産
で
き
る
余
力
は
あ
る
と
い

う
。
す
で
に
日
本
の
数
社
と
交
渉
に
入
っ

て
い
る
。
昨
年
に
は
、
丸
紅
が
ソ
連
の
解

体
後
初
め
て
ロ
シ
ア
か
ら
飼
料
用
小
麦
を

輸
入
し
た
。
ま
だ
日
本
の
需
要
の
２
％
に

過
ぎ
な
い
が
、「
３
年
後
に
飼
料
用
小
麦

を
年
40
万
ト
ン
輸
入
す
る
計
画
」も
あ
る
。

双
日
は
ロ
シ
ア
穀
物
協
会
と
ア
ジ
ア
市
場

で
の
ロ
シ
ア
小
麦
の
販
売
促
進
に
向
け
た

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
締

結
。
伊
藤
忠
商
事
も
極
東
ロ
シ
ア
で
の
輸

出
拠
点
づ
く
り
に
向
け
て
動
い
て
い
る
。
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農
水
省
の
い
う
よ
う
に
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
が
日
本
の
脅
威
に
な
り
え
る
の

か
、
さ
ら
に
詳
細
に
み
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
ロ
シ
ア
の
輸
出
伸
長
の
直
接
要

因
は
主
に
３
つ
あ
る
。一
つ
め
は
価
格
だ
。

「
５
月
現
在
、
米
国
産
が
ト
ン
当
た
り

1
8
0
ド
ル
に
対
し
、
ロ
シ
ア
産
の
価
格

が
1
6
7
ド
ル
」
と
１
割
強
安
い
。
二
つ

め
は
小
麦
需
要
が
増
え
る
ア
ジ
ア
や
中
東

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
近
い
地
理
的
優
位
性

だ
。
三
つ
目
は
、
物
流
設
備
の
余
剰
だ
。

こ
れ
ま
で
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
小
麦
輸
出
に

使
っ
て
い
た
黒
海
港
湾
の
穀
物
用
施
設
を

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
だ
。
こ
れ
は
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
が
農
家
に
対
し
て
、
小
麦
の
連
作

を
止
め
、
菜
種
な
ど
と
の
輪
作
を
奨
励
す

る
政
策
を
打
ち
出
し
、
小
麦
の
輸
出
余
力

が
減
っ
た
結
果
だ
。

次
に
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
輸
出
余

力
と
競
争
力
が
生
ま
れ
た
背
景
要
因
を
み

て
い
こ
う
。

第
一
の
理
由
は
、
90
年
代
前
半
の
ソ
連

の
崩
壊
に
伴
う
、
計
画
経
済
か
ら
市
場
経

済
へ
の
移
行
だ
。
こ
れ
ま
で
非
効
率
で
遅

れ
て
い
た
農
業
の
生
産
性
と
農
産
物
の
貿

易
に
一
気
に
メ
ス
が
入
っ
た
。
旧
ソ
連
時

代
の
87
年
か
ら
91
年
の
間
、
旧
ソ
連
は
年

3
5
0
0
万
ト
ン
の
大
穀
物
輸
入
国
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
３
カ
国
だ
け
で
、

2
0
0
9
年
、
5
5
0
0
万
ト
ン
の
大
穀

物
輸
出
国
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の
輸
出
入

差
は
9
0
0
0
万
ト
ン
で
あ
る
。つ
ま
り
、

旧
ソ
連
の
経
済
シ
ス
テ
ム
の
移
行
の
お
か

げ
で
、
世
界
市
場
に
9
0
0
0
万
ト
ン
も

多
く
の
穀
物
が
入
手
可
能
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。
9
0
0
0
万
ト
ン
は
、

2
0
0
9
年
の
世
界
の
小
麦
、
大
麦
、
大

豆
を
合
算
し
た
総
輸
出
量
が
２
億

4
5
0
0
万
ト
ン
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、い
か
に
途
方
も
な
い
量
か
が
わ
か
る
。

輸
出
可
能
な
余
剰
小
麦
が
こ
れ
だ
け
発

生
し
た
要
因
は
、
増
産
だ
け
で
は
説
明
で

き
な
い
。
じ
つ
は
90
年
代
、
ロ
シ
ア
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
畜
産
業
の
大
幅
な
縮

小
と
大
き
く
関
連
し
て
い
る
。
旧
ソ
連
時

代
、
国
営
の
畜
産
業
や
油
製
造
業
は
非
効

率
で
高
コ
ス
ト
体
質
で
あ
っ
た
が
、
計
画

経
済
に
よ
る
飼
料
作
物
と
油
脂
作
物
の
輸

入
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、

ソ
連
解
体
後
、
国
内
の
畜
産
業
を
保
護
す

る
経
済
的
な
余
裕
が
な
く
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
市
場
原
理
に
沿
っ
て
、
肉
な
ど
畜

産
品
が
直
接
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
起
こ
っ
た
の
が
、
大
幅
な
飼

料
輸
入
の
減
少
で
あ
る
。
同
時
に
、
農
業

が
自
由
化
さ
れ
、
国
内
生
産
の
余
剰
が
輸

出
に
回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
番
目
の
理
由
は
、
2
0
0
0
年
代
に

小
麦
の
収
量
が
安
定
的
に
上
が
っ
て
い
っ

た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
が
輸
出
余
剰
を
生

み
だ
し
た
。
90
年
代
は
ソ
連
邦
崩
壊
の
の

ち
の
農
業
経
済
の
混
乱
に
よ
り
、
収
量
は

下
降
し
て
い
た
。
00
年
代
の
収
量
向
上
率

は
、
92
年
か
ら
00
年
と
の
平
均
比
較
で
、

ロ
シ
ア
で
33
％
向
上
し
た
（
F
A
O
統
計

か
ら
筆
者
算
出
）。
資
源
が
な
く
設
備
投

資
の
遅
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
微
増
に
と

ど
ま
っ
た
。

収
量
向
上
は
、
新
興
生
産
者
の
登
場
に

起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
買
収
に
よ

る
農
場
同
士
の
合
併
と
新
規
投
資
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
を
実
施
し
た
。
具
体
的
に

は
、
機
械
の
買
い
替
え
、
品
質
の
高
い
輸

入
種
子
の
導
入
、
経
営
の
改
善
が
行
わ
れ

た
。
現
在
、
新
興
生
産
者
は
、
原
料
生
産

に
限
ら
ず
、
製
粉
、
加
工
、
流
通
ま
で
垂

直
統
合
す
る
事
業
体
を
形
成
し
つ
つ
あ

る
。
新
興
と
は
い
え
、
旧
来
の
国
営
農
場

の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
や
社
会
主
義
的
な
組
合
農

場
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

違
い
は
、
民
間
の
異
業
種
投
資
家
の
参
入

や
農
業
経
営
者
の
意
識
改
革
に
よ
り
農
場

の
改
革
が
劇
的
に
行
わ
れ
た
点
だ
。

た
だ
90
年
代
の
小
麦
生
産
面
積
は
、
そ

れ
ぞ
れ
80
年
に
比
べ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

15
％
減
少
し
て
い
た
。
他
方
、
ロ
シ
ア
で

は
穀
物
全
体
の
面
積
は
30
％
減
産
し
た

が
、
小
麦
の
面
積
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
小
麦
作
付
を
計
画
経
済
で
優
先

し
、
他
作
物
の
生
産
を
辺
境
に
追
い
や
っ

た
非
効
率
な
政
策
か
ら
脱
皮
し
、
市
場
に

応
じ
た
供
給
先
と
面
積
の
最
適
化
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
よ
る
。
２
カ
国
の
全
体
で
み

れ
ば
穀
物
生
産
面
積
は
00
年
代
半
ば
ま
で

微
増
し
て
は
い
る
が
、
旧
ソ
連
時
代
と
比

べ
、
小
麦
面
積
は
微
減
し
て
い
た
。

そ
こ
で
起
き
た
06
年
か
ら
08
年
の
世
界

的
な
穀
物
価
格
の
急
騰
は
、
減
産
し
て
い

た
休
耕
地
利
用
を
再
熱
さ
せ
、
旧
ソ
連
時

代
の
作
付
面
積
を
上
回
る
増
反
を
も
た
ら

し
た
。
米
国
農
務
省
の
2
0
1
9
年
予
測

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
3
カ
国
の
穀
物
生
産
面

積
は
00
年
代
平
均
の
20
％
増
と
な
り
、
小

麦
に
つ
い
て
は
旧
ソ
連
時
代
の
作
付
面
積

を
超
え
る
と
み
て
い
る
。
レ
ポ
ー
ト
に
よ

れ
ば
、
化
学
肥
料
と
農
薬
の
適
切
な
使
用

が
増
え
、
企
業
的
な
農
場
体
の
成
長
に
よ

り
生
産
性
が
さ
ら
に
伸
び
る
と
み
ら
れ

る
。
農
務
省
と
E
R
S
（
農
業
経
済
研
究

局
）
の
共
同
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
01
か
ら
09

年
の
平
均
収
量
に
比
べ
、
2
0
1
9
年
に

は
ロ
シ
ア
で
20
％
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
17
％

の
収
量
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
1
9
1
0
年
の
ロ
シ
ア
革
命
で

終
焉
し
た
帝
政
ロ
シ
ア
時
代
の
歴
史
的
地

位
「
世
界
の
穀
倉
地
帯
」
を
取
り
戻
す
こ

と
に
な
る
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
競

争
力
向
上
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
米
国
で

は
小
麦
を
減
産
し
は
じ
め
て
い
る
。
日
本

は
脅
威
論
を
振
り
か
ざ
さ
ず
、
両
国
と
の

取
引
関
係
を
深
め
て
い
く
し
か
な
い
。
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
小
麦
の
地
政
学
的
な

分
析
を
進
め
る
と
き
だ
（
続
く
）。

社
会
主
義
崩
壊
が
増
収
も
た
ら
す


